
協議対象施設　説明資料

（行政系施設 ほか）

行政系施設 対象施設

窓口取扱件数・取扱業務

①行政施設

　　市民センター 大久保 97,864件 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　サービスコーナー 魚住 84,299件 ○ ○ ○ ○ ○ ○

二見 58,602件 ○ ○ ○ ○ ○ ○

基本計画Ｐ32,33

明舞 9,687件 ○ ○ ○        ○ ※2 × ×

明石駅市民 71,737件 ○ ○ ○        ○ ※2 × ×

西明石 37,863件 ○ ○ ○        ○ ※2 × ×

江井島 10,056件 ○ ○ ○        ○ ※2 × ×

高丘 7,178件 ○ ○ ○        ○ ※2 × ×

※１

※２

貸館稼働率（市民センターのみ）
施設 稼働率(合計)

保健・福祉系施設 対象施設

利用状況 他市設置状況

⑫高齢福祉施設 施設 延べ利用者数 実利用者数 自治体名

　　高齢者ふれあいの里 中崎 30,926人 458人 神戸市

　　【指定管理者導入施設】 大久保 58,826人 999人 姫路市
魚住 33,817人 474人 加古川市

基本計画Ｐ54,55 二見 26,149人 378人 高砂市
合計 149,718人 ※ 2,166人 稲美町

播磨町

保健・福祉系施設 対象施設

利用状況 他市設置状況

⑭その他社会福祉施設 施設 利用者数 稼働率(合計) 貸館施設 自治体名

　　厚生館 鳥羽 6,646人 15％ 神戸市
弁財天 5,177人 12％ 姫路市

基本計画Ｐ58,59 松陰 10,496人 17％ 加古川市
西大窪 5,614人 13％ 高砂市
西八木 7,848人 13％

美里 16,432人 15％

上西 10,897人 13％ 播磨町
合計 63,110人

※複数の館を利用した実利用者がいる
　ため、合計の数値は、中崎～二見の
　実利用者数の集計とは一致しない。

福祉会館（1）

施設名称（設置数）

―

楽寿園など（4）

総合福祉会館（1）

施設名称（設置数）

―
市立高木総合ｾﾝﾀｰなど（17）

市立人権文化ｾﾝﾀｰ（1）

国保等：国保、後期高齢者医療制度、介護保険、国民年金の一部受付、収納

税証明：所得(課税)証明書の発行のみ。納税証明書等の発行は不可。

貸館施設（カッコ内は、定員、床面積、部屋数）

―

町立母里福祉会館など（3）

大会議室(250名,330㎡)、小会議室(30名,61㎡)、
小会議室(40名,65㎡)×２部屋、和室(50名,58㎡)

大会議室(156名,221㎡)、中会議室(48名,165㎡)、
小会議室(24名,47㎡,)×３部屋、小会議室(24名,39㎡)、和室(20名,36㎡)

大会議室(72名,120㎡)、第１会議室(36名, 57㎡)、
第２会議室(18名,29㎡)、和室(15名,27㎡)

住民登録 印鑑登録 戸籍 税証明 国保等 ※1 市税

住民登録 印鑑登録 戸籍 税証明 国保等 ※1 市税

個別の方向性

・行政施設のあり方を検討した上で、基本方針に掲げる原則
　に基づき、公共施設配置適正化に向けた取組手法を検討
　する。

【市民センター・サービスコーナー】
・地域支援や窓口機能といった市民サービスを実施するに
　あたり、地域バランスや歴史的な経緯にも配慮しながら
　、複合化、集約化も含めて検討する。

・高齢福祉施設のあり方を検討した上で、基本方針に掲げる
　原則に基づき、公共施設配置適正化に向けた取組手法を
　検討する。

個別の方向性

 【ふれあいの里】
・施設の劣化状況や利用実態等だけでなく、高齢者施策全体
　の再構築や他施設の有効活用を踏まえ、廃止又は転用等を
　含めて検討する。

【配置状況】
　・避難施設に指定されている。

【改修・更新状況】
　・古い施設では建築後50年、全体でも35年以上経過
　　しており、建物の劣化が進んでいる。

【利用・運営状況】
　・利用者数は概ね横ばいであるが、和室や調理室の
　　貸館スペースの稼働率は低い。

共通の方向性
・施設の必要性や建物の劣化状況、利用実態等を踏まえ、
　集約化も含めた有効活用を検討する。

【配置状況】
　・市内４か所に配置されているが、規模・立地の点から
　　利用圏域の重複は見られない。

【改修・更新状況】
　・大久保を除く３館（中崎・魚住・二見）の建物や設備
　　が劣化しており、築40年以上経過している施設もある
　　ことから、一部施設で改修が必要になっている。

【利用・運営状況】
　・全館合計での利用者数は増加しているが、利用者が
　　固定化している。

共通の方向性

個別の方向性

【厚生館】
・将来的な人権教育、人権啓発の推進体制を検討する中で
　あり方を検討する。

対象施設 現状と課題（基本計画より抜粋） 取組の方向性（基本計画より抜粋） 利用状況等　※利用者数等は、平成２５年度

【配置状況】
　・市民センターやサービスコーナーは、地域住民の身近な
　　行政窓口として各地域に設置されている。

【改修・更新状況】
　・本庁舎や市民センターは、建築後30年から40年経過
　　し、劣化が進んでおり、一部施設で改修が必要になっ
　　ている。
　・二見市民センターは、建築後70年を経過しているが、
　　平成25年度に施設改修を実施している。

【利用・運営状況】
　・市民センターについては、会議室や和室の稼働率が低
　　く、施設全体が有効に活用されているとは言えない。
　・江井島を除くサービスコーナーは、民間施設の賃借に
　　より設置している。

共通の方向性

市民ｾﾝﾀｰ 取扱件数

ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 取扱件数

大会議室
小会議室
和室
調理室

稲美町

―

大久保 26%

27%

13%二見

魚住

市立みのり会館（1）

町立稲美町
西部隣保館（2）
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対象施設 現状と課題（基本計画より抜粋） 取組の方向性（基本計画より抜粋） 利用状況等　※利用者数等は、平成２５年度

産業系施設 対象施設

基本計画以降の状況 他市設置状況

⑳産業系施設 自治体名

　　卸売市場 神戸市

　　【指定管理者導入施設】 姫路市

加古川市
基本計画Ｐ70,71 取扱高（単位：百万円） 高砂市

年度 取扱高 年度 取扱高 稲美町

平成21年度 15,921 平成24年度 13,308 播磨町

平成22年度 16,493 平成25年度 13,250

平成23年度 15,712 平成26年度 13,038

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系 対象施設

施設 利用状況 他市設置状況
㉒ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・ 利用者数 自治体名

　 観光施設 52,651人 神戸市
施設 床面積 定員 稼働率 姫路市

　　少年自然の家 研修室Ａ 127.5㎡ 100名 17％ 加古川市

　　【指定管理者導入施設】 研修室Ｂ 83㎡ 40名 17％ 高砂市
実習室 492㎡ 140名 5％ 稲美町

基本計画Ｐ74,75 体育館 811㎡ - 67％ 播磨町

その他施設 対象施設

あかし斎場旅立ちの丘

㉖その他 利用状況 他市設置状況
　　あかし斎場旅立ちの丘 区分 取扱件数 区分 取扱件数 自治体名

第１式場 94件 第３式場 246件 神戸市
　　明石駅前立体駐車場 第２式場 152件 火葬 2,932件 姫路市

　　【指定管理者導入施設】 加古川市
葬祭式場稼働率 50% 高砂市

基本計画Ｐ71,72 火葬場稼働率 45% 稲美町
播磨町

明石駅前立体駐車場

利用状況 他市設置状況
収容可能 1日平均 年間 自治体名

348台 578台 210,818台 神戸市

姫路市

収支状況 加古川市
区分 金額 高砂市
収入総額 30,421千円 稲美町
支出総額 22,592千円 播磨町
収支状況 7,829千円

―

―

青年の家（1）

稲美斎場ひじり苑（1）

市立自然の家（1）
施設名称（設置数）

野外活動ｾﾝﾀｰなど（3）

市立少年自然の家（1）

―

堀川駐車場など（4）

ー

ー

―

施設名称（設置数）

鵯越斎場など（4）
名古山斎場など（2）
加古川市斎場（1）

厄神駅北駐車場など（2）

大手前地下駐車場（1）

公設地方卸売市場（1）

【配置状況】
　・市内唯一の青少年を対象とした宿泊可能な研修及び
　　活動施設として設置されている。
　・避難施設に指定されている。

【改修・更新状況】
　・建築後30年を経過し、劣化が進んでおり、改修が
　　必要になっている。

【利用・運営状況】
　・一部の貸館スペースの稼働率が低い。

共通の方向性
・レクリエーション施設、観光施設のあり方を検討した上で、
　基本方針に掲げる原則に基づき、公共施設配置適正化に
　向けた取組手法を検討する。

個別の方向性

【少年自然の家】
・利用促進を図りながら、施設の利用実態等を踏まえ、複合化
　も含めて検討する。

【配置状況】
　・あかし斎場旅立ちの丘は同一敷地内に葬祭式場と火葬場
　　を備えている。近年、小規模な葬儀を希望される方が増
　　えている。
　・明石駅前立体駐車場は、通勤通学者や観光客などに利用
　　されている。

【改修・更新状況】
　・あかし斎場旅立ちの丘は、平成21年度に葬祭式場を新築
　　、平成25年度には火葬場の全面供用を開始した。
　・明石駅前立体駐車場は、建築後20年以上を経過し、劣化
　　が進んでおり、改修が必要になっている。

【利用・運営状況】
　・あかし斎場旅立ちの丘葬祭式場は建替え後、利用件数が
　　増加し、その後、一定水準を保って推移している。火葬
　　場は亡くなられた市民の9割以上の方が利用している。
　・明石駅前立体駐車場は、指定管理者により運営されてお
　　り、平成24年度のインセンティブ制度導入後、利用台数
　　増加により利用料金収入は増加している。

共通の方向性
・対象とする施設のあり方を検討した上で、基本方針に掲げる
　原則に基づき、公共施設配置適正化に向けた取組手法を検討
　する。

個別の方向性

【あかし斎場旅立ちの丘】
・効果的、効率的な施設運営が図られるよう、民間活力の活用
　を含めた運営体制を検討する。

【明石駅前立体駐車場】
・長期的な視野に立って施設の整備、補修計画を策定し、施設
　の長寿命化を図る。

【配置状況】
　・地場の魚や野菜などの流通拠点として、兵庫県に
　　おいても地域拠点市場に位置づけられている。

【改修・更新状況】
　・建築後20年から30年を経過し、劣化が進んでおり、
　　改修が必要になっている。

【利用・運営状況】
　・流通形態や生産構造の変化等により、取扱量、
　　取扱高が減少している。

共通の方向性
・産業系施設のあり方を検討した上で、基本方針に掲げる
　原則に基づき、公共施設配置適正化に向けた取組手法を
　検討する。

個別の方向性

【卸売市場】
・指定管理者制度等民間活力の活用により、市場の活性化を
　推進する。

・平成27年度から指定管理者（(株)明石卸売市場管理センター）
　による管理に移行し、運営経費を削減するとともに、新たな
　販路の開拓等による取扱高の増加に向けて取り組みを進めて
　いる。

高砂市斎場（1）

施設名称（設置数）

中央卸売市場（2）

施設名称（設置数）

三宮駐車場など（10）

中央卸売市場（1）

―


